
事例報告

　「共に豊かに暮らしたい」

　～人が好き、仕事にやりがいを感じたい

　　　　　　　　　　　　　仲間を共に成長したい～

　NPO法人CCV 理事長　福田由美氏より

《運営方針》

　一人ひとりの個性を大切に

　多くの人と手を結び、心豊かに

　安心して生活できる地域社会

《理念》

　地域で生きる

　C　クリエイティブ

　C　コミュニケーション

　V　ビレッジ

教員時代に出会った様々な生徒たちとともに教育環境を

創ることを決意し、学習より生活を支えることから「ま

ほりん塾」を始める。

音楽・芸術などの表現活動で才能を開花し、楽譜を読め

なくても、ピアノ演奏で生きる力の音で感動を与えてく

れたり、芸術的なすてきな言葉で表現したり、自分を活

かせる豊かな環境が必要と中学卒業後、在宅の若者を地

域の中で総合的に支援する就労支援、地域共助の高齢者

デイサービス・中間就労・子ども食堂・ハイスクールカ

フェ、余暇支援などを行っている。

発達障がいのある方の免許取得サポート

「つばさプラン」、「あおぞらプラン」を実施。

試験を受けるための読解力をつける学習支援。

教習所に通うためのマナーを身につける生活支援。

免許取得後の就労支援。

山田みやこの活動報告
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鹿沼教習所と連携して個人に合わせた支援を行っている、

この動きは全国的にも広がっている。

福田氏の報告の後、4グループに分かれ自分たちに何がで

きるか討議。

　①　障がいの個性や特徴を知る

　②　人ごとにせず理解する

　③　障がいがあっても力を発揮できる場を考えていく

だれもが得手不得手がある。ジグソーパズルのように凹凸

がある。それをそれぞれが補い合って生きる。これが今、

必要になっている。私もジグソーパズルの一片として活動

を続けていくという福田氏の言葉が印象的でした。

初めての障がいを知った若手企業家の方々が真摯に向き合

い、何ができるか真剣に討議する姿に将来への期待を感じ

た。


